ともかくも 言語が あると いう 事 は 知識の 存在 を 予定 

する。 そして それが ある 程度の 普遍性 を もつ もので な 

ければ ならない。 そうでなければ、 人々 は 口々 に 

しゃべ てんきょ ういん 

饒舌って いても 世界 は 癲狂院 か バベルの塔の ような 

ものである。 

で レ" +6 

共通な 言葉に よ つ て 知識が 交換され 伝播され それが 

多数の 共有財産 となる。 そうして 学問の 資料が 蓄積 さ 

れる。 

このような 知識 は、 それだけ では 云わば ただ 物置の 

中に 積み上げられ たような 状態に ある。 それが 少数で 

あるう ち は それでも よい。 しかし 数と 量が 増す につれ 



遍性を 増して 行った。 質 だけ を 表わす 言語に 代って 数 

を 表わす 言語の 数が 次第に 増して 行った。 そうして 今 

日の 数理 的な 精密科学の 方へ 進んで 来たので ある。 

言語と 道具が 人間に とつ て 車の 一 一 つ の 輪の ような も 

ので あれば、 科学に とっても やはりそう である。 理論 

と 実験 —— これが 科学の 言語と 道具で ある。 

(大正 十二 年 五月 『理 学界』) 
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